
9
月
1
・
2
日
に
群
馬
県
前
橋
工
科

大
学
で
開
催
さ
れ
た
鋼
製
橋
梁
模
型
の

コ

ン

テ

ス

ト

Jap
an

S
teel

B
rid

g
e

C
o
m

p
etitio

n
に
，
本
学
か
ら
2
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
し
た
（
当
研
究
室
か
ら
は

修
士
1
回
生
5
名
，
学
部
4
年
生
2
名

が
参
加
）
．
全
国
の
大

学
計
21
チ
ー
ム
が
参
加

す
る
中
，
チ
ー
ムA

「W
in

g
A

rch
」
は
美

観
部
門
優
勝
，
構
造
部

門
3

位
，
チ
ー
ムB

「
た
わ
み
丸
」
は
美
観

部
門
2
位
，
架
設
部
門

2
位
，
総
合
部
門
3
位

と
い
う
結
果
を
収
め
ま

し
た
．
大
阪
市
立
大
学

は
美
観
部
門
3
連
覇
，

総
合
部
門
2
年
連
続
入

賞
を
達
成
し
ま
し
た
．

（上）橋梁模型「POLYCA WAVE BRIDGE」
（下）橋梁模型と参加メンバー

大
阪
市
大橋

梁
研
新
聞

当
研
究
室
の
1
年
間
の
活
動
を
ま
と
め
ま
し
た
．

11
月
19
日
，
神
戸
市
の
橋
の
科
学
館

で
．
高
校
生
・
大
学
生
が
参
加
す
る
木

製
の
橋
梁
模
型
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
，
学
部
4
年
生
3
名
と
研
究
生
1
名

が
参
加
し
ま
し
た
．
当
チ
ー
ム
の
橋
梁

模
型
は
，
20k

g

の
移
動
荷
重
を
載
せ
る

載
荷
競
技
中
に
落
橋
し
て
し
ま
っ
た
も

の
の
，
そ
の
挑
戦
的
な
橋
梁
形
式
が
評

価
さ
れ
，
敢
闘
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
．
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
昨
年

度
か
ら
参
加
し
て
お
り
，
今
年
度
が
初

入
賞
で
し
た
．

チームA Wing ArchチームB たわみ丸

ポリカウェイブリッジ
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

卒
業
・
留
学

後
期
博
士
課
程

臼
倉
誠

前
期
博
士
課
程

有
山
大
地

池
田
裕
哉

中
川
翔
太

ト
ビ
タ
テ!

（
ド
イ
ツ
）

馬
場
幸
志



新
し
く
赴
任
・
配
属
・
帰
国
さ
れ
た
方
々

客
員
教
授

三
ツ
木
幸
子

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校

後
期
博
士
課
程

上
野
勝
敏

川
田
テ
ク
ノ
シ
ス
テ
ム(
株)

ト
ビ
タ
テ!

（
ト
ル
コ
）

儀
賀
大
己

前
期
博
士
課
程

舟
山
耕
平

石
川
工
業
高
等
専
門
学
校

学
部
4
回
生

奥
原
大
貴

廣
澤
直
人

本
多
克
行

今
年
度
は
右
の
通

り
，
5
名
の
方
が
卒

業
・
留
学
さ
れ
，
ま

た
7
名
の
方
が
研
究

室
に
加
わ
り
，
よ
り

活
気
あ
ふ
れ
る
研
究

室
と
な
り
ま
し
た
．

研
究
室
に
所
属
さ
れ

る
他
の
皆
様
は
下
の

表
の
通
り
で
す
．

来
年
も
全
員
で
協

力
し
，
切
磋
琢
磨
し
，

素
晴
ら
し
い
研
究
成

果
を
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
，
日
々
努
力
し

て
い
き
ま
す
．

教授 山口 長崎

秘書 北見 石田

D2 森山

M2 儀賀 金城 堂ノ本 藤田 山本淳 郎

M1 小林 杉本 戸田 森下

研究生 山本佑

客員教授

グ
ロ
ー
バ
ル
活
動

平
成
28
年
度
の
橋
梁
研
は
海
外
交
流
も
盛
ん
に
行
い
ま
し
た
．

•

海
外
留
学

現
在
修
士
2
回
生
の
儀
賀
は
ト
ル
コ
で
約
1
年
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
経
験
さ
れ
ま
し
た
．
ま
た
現
在
は
修
士
1
回
生
の
馬
場
さ
ん
が
ド
イ
ツ
に
留

学
中
で
す
．

•

シ
ン
ガ
ポ
ー
ルN

a
n

y
n

g
T

ech
n

o
lo

g
ica

l

大
学
と
の
交
流

大
阪
市
立
大
学
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
学
生
が
訪
れ
，
橋
梁
研
の
学
生
数
名
も

学
校
案
内
に
協
力
い
た
し
ま
し
た
．

•

独
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8
月
29
～
31
日
に
大
阪
工
業
大
学
に
て
，
独
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
．
橋
梁
研
か
ら
は
5
名
が
発
表
し
ま
し
た
．
英
語
で
の
発
表
が
初
め

て
の
学
生
も
い
ま
し
た
が
，
全
員
無
事
発
表
を
終
え
ま
し
た
．

•

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
橋
梁
計
測
（
ヤ
ダ
ナ
ポ
ン
橋
梁
）

修
士
2
回
生
の
堂
ノ
本
が
約
1
週
間
，
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
て
橋
梁
計
測
を
行

い
ま
し
た
．

•

海
外
で
の
論
文
発
表

数
々
の
論
文
発
表
も
行
い
ま
し
た
．
オ
ラ
ン
ダ
で
修
士
2
回
生
の
堂
ノ
本
，

ベ
ト
ナ
ム
・
台
湾
で
博
士
課
程
2
回
生
の
森
山
，
中
国
上
海
で
修
士
2
回
生

の
郎
が
参
加
し
ま
し
た
．

学会 とだ

学
会
発
表

★
平
成
28
年
度

土
木
学
会

関
西
支
部

年
次
学
術
講
演
会

6
月
11
日
に
立
命
館
大
学
に
て
行
わ

れ
た
本
学
会
へ
，
修
士
1
回
生
の
5
人

と
研
究
生
の
山
本
佑
の
計
6
人
が
論
文

を
投
稿
し
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
．
そ
の
結
果
，
修
士
1
回
生

の
小
林
と
杉
本
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
．(

写
真
1)

★
平
成
28
年
度

全
国
大
会

第
71
回

年
次
学
術
講
演
会

9
月
7~

9
日
に
東
北
大
学
に
て
行
わ

れ
た
本
学
会
へ
，
修
士
1
回
お
よ
び
2

回
生
，
博
士
2
回
生
，
研
究
生
，
昨
年

度
の
卒
業
生
の
計
10
名
が
論
文
を
投
稿

し
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
．
そ
の
結
果
，
博
士
2
回
生
の
森
山

と
修
士
1
回
生
の
杉
本
が
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
．(

写
真
2)

★
平
成
28
年
度
鋼
構
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

11
月
17
・
18
日
に
東
京
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
に
て
行
わ
れ
た
本
学
会
へ
，
卒

業
生
3
名
を
含
む
計
5
題
の
査
読
付
き

論
文
を
投
稿
し
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
．

写真1(右：小林，左：杉本

写真2(右：森山，左：杉本

第1号

平
成
28
年
12
月
28
日
発
行



岑
山
様
の
ご
活
躍

株
式
会
社
駒
井
ハ
ル
テ
ッ
ク
の
岑
山
様
は
橋
梁
研
の
卒
業
生
で
あ
り
，

現
在
も
共
同
研
究
（
緊
急
仮
設
橋
の
主
桁
連
結
部
の
構
造
最
適
化
に
関
す

る
研
究
）
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
．
岑
山
様
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で

共
同
研
究
で
多
く
の
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
．
そ
ん
な
岑
山

様
に
と
っ
て
平
成
28
年
は
非
常
に
お
め
で
た
い
年
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
．
栄
誉
あ
る
伊
藤
學
奨
励
賞
の
受
賞
，
そ
し
て
何
よ
り
ご
結

婚
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．
本
日
の

忘
年
会
で
は
旦
那
様
も

お
見
え
に
な
っ
て
お
り

ま
す
．
是
非
，
馴
れ
初

め
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お

話
し
い
た
だ
き
，
忘
年

会
に
参
加
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ま
で
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
．
来
年
も
岑
山

様
ご
夫
婦
の
ご
多
幸
を

研
究
室
一
同
お
祈
り
い

た
し
て
お
り
ま
す
．

橋建協パンフレットに掲載されました‼

ゼ
ミ
旅
行

11
月
5
～
7
日
に
2
泊
3
日
で
ゼ
ミ
旅
行
で

四
国
を
め
ぐ
り
ま
し
た
．

1
日
目
は
阿
波
し
ら
さ
ぎ
大
橋
，
祖
谷
温
泉
，

高
知
を
巡
り
，
2
日
目
は
片
岡
沈
下
橋
，
四
国
カ

ル
ス
ト
，
道
後
温
泉
を
巡
り
，
充
実
し
た
休
日
を

過
ご
し
ま
し
た
．

ま
た
，
最
終
日
に
は
，
川
田
工
業
株
式
会
社
の

四
国
工
場
に
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
，
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
．
講
習
会
で
の
橋
梁
設
計

に
関
す
る
講
習
と
橋
梁
架
設
工
事
に
関
す
る
紹
介
，

本
格
的
な
溶
接
体
験
と
普
段
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
非
破
壊
検
査
体
験
，
壮
大
で
繊
細
な
作
業

風
景
に
研
究
室
一
同
が
圧
倒
さ
れ
た
工
場
内
見
学

と
非
常
に
中
身
の
濃
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
．

阿波しらさぎ大橋

四国カルスト

片岡沈下橋

平
成
28
年
9
月
30
日
，
社
会
人
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
在
籍
の
臼
倉
誠
様
が
，

後
期
博
士
課
程
を
修
了
し
，
学
位
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
．
臼
倉
様
は
，

「
鋼

桁
橋
の
腐
食
し
た
桁
端
部
の
耐
荷
力
と
そ
の
簡
易
評
価
法
に
関
す

る
研
究
」
と
い
う
題
目
で
，
腐
食
に
よ
り
断
面
欠
損
を
有
す
る
場
合
の
桁

端
の
耐
荷
力
を
検
討
す
べ
く
，
実
際
の
桁
端
の
腐
食
調
査
結
果
を
分
析
し

有
限
要
素
解
析
を
行
わ
れ
ま
し
た
．
博
士
論
文
に
は
，
腐
食
に
よ
る
欠
損

部
材
，
位
置
お
よ
び
欠
損
高
さ
に
着
目
し
，
耐
荷
力
と
崩
壊
プ
ロ
セ
ス
を

検
討
し
た
後
，
実
務
を
考
慮
し
た
簡
易
耐
力
評
価
式
を
提
案
さ
れ
た
結
果

が
ま
と
め
ら
れ

I

ま
し

た
．
臼
倉
様
に
は
，

研
究
室
学
生
一
同
，

多
大
な
る
ご
指
導
を

賜
り
ま
し
た
．
臼
倉

様
の
更
な
る
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
，
臼
倉
様
の
よ
う

な
技
術
者
に
な
れ
る

よ
う
，
よ
り
一
層
，

研
究
に
励
み
ま
す
．

投
稿
論
文
一
覧

<

土
木
学
会
論
文
集>

森
山(

博
2):

ボ
ル
ト
ピ
ッ
チ
お

よ
び
列
数
が
高
力
ボ
ル
ト
摩
擦
接
合
継
手
の
支
圧
限
界
応

力
に
与
え
る
影
響
の
基
礎
的
検
討
．
儀
賀(

修
2):

ね
じ
付

き
ス
タ
ッ
ド
に
よ
り
あ
て
板
し
た
鋼
板
の
繰
り
返
し
引
張

挙
動
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

<

構
造
工
学
論
文
集>

馬
場(

修
2):

鋼
鉄
道
橋
の
カ

バ
ー
プ
レ
ー
ト
取
替
が
そ
の
力
学
的
挙
動
に
及
ぼ
す
影
響

に
関
す
る
解
析
的
検
討
．
藤
田(

修
2):

L

字
形
材
を
ボ

ル
ト
接
合
し
た
鋼
板
パ
ネ
ル
に
お
け
る

ボ
ル
ト
間
隔
が

補
剛
効
果
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
解
析
的
研
究
．
池
田

(

卒):

球
状
黒
鉛
鋳
鉄
板
を
用
い
た
高
力
ボ
ル
ト
摩
接
合
継

手
の
す
べ
り
耐
力
．
高
井(

石
川
高
専)

:

高
力
ボ
ル
ト
継

手
の
変
動
を
考
慮
し
た
終
局
荷
重
お
よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
吸

収
量
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

<

鋼
構
造
論
文
集>

舟
山(

修
1):

片
側
2
本
ボ
ル
ト
の

高
力
ボ
ル
ト
継
手
の
終
局
挙
動
．

<

鋼
構
造
年
次
報
告
論
文
集>

臼
倉(

博(

社))

：
崩
壊
プ

ロ
セ
ス
に
基
づ
い
た
腐
食
し
た
桁
端
部
の
耐
力
評
価
の
検

討
．
山
本
淳
史(

修
2):

追
加
孔
を
有
す
る
高
力
ボ
ル
ト
摩

擦
接
合
．
継
手
の
す
べ
り
耐
力
実
験
．
舟
山(

修
1):

ボ
ル

ト
の
せ
ん
断
破
断
を
伴
う
高
力
ボ
ル
ト
継
手
の
終
局
挙
動

に
関
す
る
研
究

<
E

A
S

E
C

>

森

山

(

博

2):E
x
p
erim

e
n
ta

l
S

tu
d

y
o

n

S
trea

m
lin

in
g

fo
r

H
ig

h
S

tre
n

g
th

B
o

lted
F

ric
tio

n
a
l

Jo
in

ts
in

P
la

te
G

ird
e
r

F
o
c
u
sed

o
n

O
v
e
ra

ll
S

lip

B
eh

av
io

r

．

<
P

S
S

C
>

郎(

修
2):

E
F

F
E

C
T

O
F

B
O

L
T

'S
H

E
A

D

O
P

E
N

IN
G

A
N

G
L

E
O

N
S

L
IP

S
T

R
E

N
G

T
H

O
F

H
IG

H

D
U

R
A

B
IL

IT
Y

F
R

IC
T

IO
N

G
R

IP
JO

IN
T

S
W

IT
H

H
IG

H
S

T
R

E
N

G
T

H
C

O
U

N
T

E
R

S
U

N
K

H
E

A
D

B
O

L
T

S

<
IA

L
C

C
E

>

堂
ノ
本(

修
2)

:
D

a
m

a
g
e

id
en

tifica
tio

n

fo
c
u
sed

o
n

d
e
te

rio
ra

tio
n

d
e
g

ree
o

f
b

rid
g

e
m

e
m

b
erss

u
sin

g
self-o

rg
a
n
iz

in
g

featu
re

m
ap

（
敬
称
略
）

<

そ
の
他
主
な
活
動>

・T
h
e

9th
T

a
iw

an
-Jap

a
n
ese

W
o
rk

sh
o
p

o
n

S
tru

ctu
ra

l
B

rid
g
e

E
n
g
in

ee
rin

g

・
平
成
28

年
度
土
木
学
会
関
西
支
部
年
次
学
術
講
演
会
・
第
11
回
独

日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・

Jap
a
n

S
tee

l
B

rid
g
e

C
o

m
p

etitio
n

（
美
観
1
位
，
2
位

架
設
2
位
，
構
造
3
位

総
合

3
位
）
・
平
成
28
年
全
国
大
会

第
71
回
年
次
学
術
講
演

会
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
実
橋
梁
計
測
（
ヤ
ダ
ナ
ポ
ン
橋

梁
）
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
・
橋
梁
模
型
コ
ン
テ

ス
ト
（
敢
闘
賞
）

博士論文公聴会の様子

学位授与式後記念撮影 当大学にて

右 エースの奥原君と
笑顔で打席に立つ強打者山口教授

下 余興最優秀賞受賞 写真(B4本多君）

平
成
28
年
度
関
西

鋼
構
造
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
が
大
阪
大
学

に
て
，
開
催
さ
れ
ま

し
た
．
今
年
こ
そ
は
，

優
勝
を
と
研
究
室
一

致
団
結
し
て
，
望
ん

だ
本
大
会
は
，
4
回

生
の
奥
原
君
の
力
投

と
山
口
先
生
の
勝
負

強
さ
（
ジ
ャ
ン
ケ

ン
）
に
よ
り
，
見
事
，

準
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
．
ま
た
余
興
で
は
，

上
野
さ
ん
，
本
多
君

を
筆
頭
に
，
会
場
を

大
爆
笑
に
包
み
，
他

を
圧
倒
し
て
余
興
優

勝
を
飾
り
ま
し
た
．

松山城前


